
君たちに今、伝えたいこと～科学者からのメッセージ～

関
西
学
院
創
立
１
２
５
周
年
記
念
「
理
系
白
書
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
関
西
学
院
大
学
、
毎
日
新
聞
社
主

催
）
が
６
月

日
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
関
学
大
で
あ

っ
た
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（
人
工
多
能
性
幹
細
胞
）
を
作

製
し
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
京
都

大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
所
長
の
山
中
伸
弥
教
授
が

「
強
い
志
が
未
来
を
拓
く
」
と
題
し
て
基
調
講
演
し

た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
山
中
教
授

に
加
え
て
関
学
大
理
工
学
部
の
長
田
典
子
教
授
と
ソ

ニ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
の
遠
藤
謙

さ
ん
が
「
垣
根
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

す
す
め
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た
。
会
場
は
、
創
立

１
２
５
周
年
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ
た
関
学
大
中
央

講
堂
。
約
９
０
０
人
が
聴
き
入
っ
た
。

【
関
野
正
、
吉
田
卓
矢
、
柳
楽
未
来
、
写
真
は
特
記

し
た
も
の
以
外
は
西
本
勝
撮
影
】

関
西
学
院
の
第
４
代
院
長
、
ベ
ー

ツ
先
生
は
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー

「（
奉
仕
の
た
め
の
練
達
）
」
を
提
唱

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
伝
統
を
基
に
、
理
工
学
部
は

１
９
６
１
年
に
理
学
部
と
し
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
に
神
戸

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
、

年
に

理
工
学
部
に
改
組
し
ま
し
た
。
今
年

４
月
、
「
先
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
ナ
ノ
工

学
科
」「
環
境
・
応
用
化
学
科
」
「
生

命
医
化
学
科
」
を
新
設
し
、
９
学
科

体
制
に
発
展
し
ま
し
た
。
新
し
い
３

学
科
は
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
応
用
分
野
を
担
う

学
科
で
す
。

関
西
学
院
大
は
昨
年
９
月
、
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、

関
学
は
主
体
性
、
タ
フ
ネ
ス
、
多
様

性
へ
の
理
解
力
を
兼
ね
備
え
た
人
物

を
育
成
し
て
い
ま
す
。
主
体
性
や
タ

フ
ネ
ス
は
、
山
中
伸
弥
先
生
の
基
調

講
演
の
題
名
に
も
あ
る
「
強
い
志
」

に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
「
垣
根
を

越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
も

必
要
で
す
。
実
は
神
戸
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
、
理
工
学
部
と
と
も
に
総

合
政
策
学
部
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
キ

ャ
ン
パ
ス
の
両
学
部
の
間
で
垣
根
を

越
え
た
文
理
融
合
の
シ
ナ
ジ
ー
（
相

乗
効
果
）
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
、
世
界
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
出

て
い
く
学
生
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
力
が
重
要

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
根
底
に
は「
強

い
志
」
と
「
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
」
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
本
日
の
講
演
会
が
若
い
人

た
ち
へ
の
大
き
な
刺
激
と
な
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

関西学院大・村田治学長

主催者あいさつ

‖
吉
田
卓
矢
撮
影

主体性、タフネス、多様性への理解力を

目
標
掲
げ
一
生
懸
命
に

私
は
整
形
外
科
医
と
し
て
社
会

人
の
一
歩
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

整
形
外
科
医
の
仕
事
に
つ
い
て
、

例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
で
け
が
を
し
た

患
者
さ
ん
を
治
療
し
、
現
場
復
帰

し
て
も
ら
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

う
な
ら
な
い
患
者
さ
ん
も
い
ま

す
。
脊
髄
損
傷
は
、
首
や
腰
か
ら

下
が
動
か
な
く
な
り
ま
す
。
骨
の

が
ん
で
、
膝
か
ら
下
を
切
断
し
た

高
校
生
も
い
ま
し
た
。
「
今
は
治

せ
な
く
て
も
、
将
来
治
せ
る
よ
う

な
分
野
の
仕
事
を
し
た
い
」
と
思

い
、
臨
床
か
ら
研
究
の
道
に
転
進

し
ま
し
た
。

歳
か
ら
米
国
の
グ
ラ
ッ
ド
ス

ト
ー
ン
研
究
所
で
研
究
し
ま
し

た

こ
こ
で
の
３
年
半
(
１
９
９
３

〜

年
)
は

人
生
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
ロ

バ
ー
ト
・
マ
ー
レ
ー
所
長
か
ら
教

わ
っ
た
｢
Ｖ
Ｗ
(
ビ
ジ
ョ
ン
＆
ハ
ー

ド
ワ
ー
ク
）
」
。
「
し
っ
か
り
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
そ
れ
に
向

け
て
一
生
懸
命
働
く
」
と
い
う
意

味
で
、
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
で
す
。

も
う
一
つ
が
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
（
胚

性
幹
細
胞
）
と
の
出
合
い
で
す
。

１
９
８
１
年
に
英
米
の
研
究
グ
ル

ー
プ
が
マ
ウ
ス
の
受
精
卵
で
作
製

に
成
功
し
ま
し
た
。
無
限
に
増
や

せ
て
、
神
経
や
臓
器
な
ど
あ
ら
ゆ

る
細
胞
に
な
る
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
細
胞
に
出
合
っ
て
以
来
、
Ｅ

Ｓ
細
胞
を
含
む
万
能
細
胞
の
研
究

を
続
け
て
い
ま
す
。

米
国
か
ら
帰
国
後
半
年
ほ
ど

で
、
う
つ
病
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

年
ほ
ど
前
の
日
本
の
研
究

環
境
は
米
国
と
か
な
り
差
が
あ

り
、
研
究
を
続
け
る
自
信
を
無
く

し
た
の
で
す
。私
は「
Ｐ
Ａ
Ｄ
（
ア

メ
リ
カ
帰
国
後
う
つ
病
）
」
と
勝

手
に
命
名
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
二
つ
の
出
来
事
で
Ｐ

Ａ
Ｄ
を
克
服
で
き
ま
し
た
。

一
つ
は
、

年
に
米
国
の
研
究

者
が
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
作
製
し
た

こ
と
で
す
。
再
生
医
療
に
使
え
る

と
い
う
期
待
が
一
気
に
高
ま
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
作
製
す

る
た
め
に
は
人
間
の
受
精
卵
を
使

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
倫
理

的
問
題
が
あ
り
、
米
国
や
日
本
で

は
研
究
で
き
な
い
時
代
が
続
き
ま

し
た
。

も
う
一
つ
の
出
来
事
は
Ｐ
Ａ
Ｄ

克
服
の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

年

月
に
奈
良
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
の
助
教
授
（
現
在
の
准

教
授
に
あ
た
る
）
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。

こ
の
大
学
は
４
月
に
入
学
す
る

学
生
が
、
成
績
順
に
好
き
な
研
究

室
に
行
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
無
名
で
実
績
も
な
か
っ

た
た
め
、
学
生
を
集
め
る
の
に
困

り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
な
ら
す
ぐ

作
れ
る
と
思
い
｢
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
倫

理
的
課
題
を
克
服
す
る
」
と
掲
げ

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
患
者
さ

ん
の
皮
膚
や
血
液
の
細
胞
を
リ
セ

ッ
ト
し
て
受
精
卵
に
近
い
状
態
に

戻
し
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
よ
う
な
万
能

細
胞
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
生
に
一
生
懸
命
売
り
込
み
、

３
人
が
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼

ら
の
頑
張
り
で
、
６
年
で
細
胞
を

リ
セ
ッ
ト
す
る
四
つ
の
遺
伝
子
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
つ
の
遺
伝
子
を
外
か
ら
入
れ

る
と
、
皮
膚
の
細
胞
が
Ｅ
Ｓ
細
胞

そ
っ
く
り
の
細
胞
に
な
り
、
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
(
人
工
多
能
性
幹
細
胞
)
と

名
付
け
ま
し
た

２
０
０
６
年

マ

ウ
ス
で
成
功
し
、
翌
年
に
人
間
の

細
胞
で
も
同
じ
四
つ
の
遺
伝
子
で

で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
た
医
学
応

用
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
再
生
医
療

と
薬
の
開
発
で
す
。
京
都
大
は
こ

れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
５
年
前

に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
（
Ｃ
ｉ
Ｒ

Ａ
）
を
設
立
し
、

年
後
の
達
成

目
標
を
四
つ
掲
げ
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
基
盤
技
術
の
確
立

と
特
許
を
京
大
が
取
る
こ
と
。
こ

れ
は
、
京
大
が
技
術
を
独
占
す
る

た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
独

占
さ
れ
る
の
を
防
い
で
京
大
が
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
の
技
術
を
公
開
し
、
誰

で
も
研
究
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。
現
在
、

カ
国
１
地
域

で
、
京
大
の
特
許
が
成
立
し
て
い

ま
す
。

二
つ
目
は
、
再
生
医
療
用
の
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
の
ス
ト
ッ
ク
を
構
築
す

る
こ
と
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
患
者
さ

ん
一
人
一
人
か
ら
作
る
と
、
費
用

は
何
千
万
円
、
期
間
も
約
半
年
か

か
り
ま
す
。
拒
絶
反
応
が
起
き
に

く
い
細
胞
を
持
つ
人
の
血
液
か
ら

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
作
り
、
あ
ら
か
じ

め
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
の
で
す
。

間
も
な
く
他
の
大
学
等
研
究
機
関

に
提
供
で
き
ま
す
。

三
つ
目
は
、
再
生
医
療
の
臨
床

研
究
開
始
で
す
。
こ
れ
は
日
本
が

世
界
の
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
ま

す
。
理
化
学
研
究
所
の
高
橋
政
代

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
、
加

齢
黄
斑
変
性
と
い
う
目
の
病
気
で

臨
床
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年

９
月
に
移
植
手
術
し
、
患
者
さ
ん

の
経
過
は
順
調
と
聞
い
て
い
ま

す
。
Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ
で
は
、
高
橋
淳
教

授
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
サ
ル
で

の
安
全
性
と
効
果
の
確
認
を
ほ
ぼ

終
え
、
間
も
な
く
臨
床
研
究
を
始

め
る
予
定
で
す
。
江
藤
浩
之
教
授

も
、
血
小
板
や
赤
血
球
の
作
製
に

成
功
し
、
１
〜
２
年
で
臨
床
研
究

が
始
め
ら
れ
ま
す
。

四
つ
目
が
難
病
な
ど
の
治
療
薬

開
発
で
す
。
骨
に
な
る
成
長
軟
骨

が
無
く
、
背
が
伸
び
な
い
軟
骨
無

形
成
症
は
治
療
法
が
あ
り
ま
せ

ん
。
妻
木
範
行
教
授
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
か
ら
軟
骨
を
作
る
方
法
を
開

発
し
ま
し
た
。
市
販
さ
れ
て
い
る

薬
を
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
軟
骨

が
で
き
な
い
患
者
さ
ん
の
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
か
ら
軟
骨
が
で
き
る
こ
と
も

見
つ
け
ま
し
た
。

達
成
目
標
は
四
つ
と
も
順
調

で
、

年
ま
で
の
達
成
を
確
信
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、

年
ま
で
の

新
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
ス
ト

ッ
ク
を
柱
と
し
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の

普
及
で
す
。
保
険
適
用
さ
れ
る
一

般
的
な
治
療
に
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す

二
つ
目
は

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
使
っ
て
、
個
々
人
に
最
適
な
薬

を
決
め
る
個
別
化
医
薬
の
実
現
と

難
病
へ
の
創
薬
で
す
。三
つ
目
は
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
利
用
し
た
新
た
な

生
命
科
学
と
医
療
の
開
拓
で
す
。

四
つ
目
は
新
目
標
実
現
の
た
め
、

最
高
レ
ベ
ル
の
研
究
支
援
体
制
と

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
新
目
標
に
切
り
替

え
、
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

基
調
講
演

強
い
志
が
未
来
を
拓
くキ

リ
ス
ト
教
伝
導
の
た
め
来
日
し
た
米
・
南
メ

ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
ッ
セ
ル

・
ラ
ン
バ
ス
が
１
８
８
９
年
、
神
戸
市
灘
区
の
原

田
の
森
に
「
関
西
学
院
」
を
創
立
し
た
。
昨
年
９

月
、
創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
た
。

関
西
学
院
は
現
在
、兵
庫
県
西
宮
市
、三
田
市
、

宝
塚
市
、
大
阪
府
箕
面
市
、
大
阪
・
梅
田
、
東
京

・
丸
の
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
け
、
幼
稚
園
か
ら

大
学
院
ま
で
を
擁
す
る
。
大
学
は

学
部
（
神
、

文
、社
会
、法
、
経
済
、
商
、
人
間
福
祉
、
国
際
、

教
育
、
総
合
政
策
、
理
工
）
と

研
究
科
で
構
成

さ
れ
る
総
合
大
学
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
と
な
っ
た
中
央
講

堂
（
１
２
５
周
年
記
念
講
堂
）
は
、
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
（
兵
庫
県

西
宮
市
上
ケ
原
一
番
町
）
で
建
設
に
着
手
し
、
昨

年
９
月
に
完
成
し
た
。
１
９
２
９
年
完
成
の
旧
中

央
講
堂
は

年
を
経
て
老
朽
化
が
指
摘
さ
れ
、
解

体
さ
れ
た
。

新
中
央
講
堂
は
１
２
０
０
席
の
劇
場
型
座
席
や

リ
ー
ガ
社
製
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
設
置
し
、
学
院

の
学
術
、
文
化
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
活
動
の
発
信

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
。

会
場
に
な
っ
た
関
西
学
院
大
の
中
央
講
堂

‖
兵
庫
県
西
宮
市
で

昨年９月に創立125周年

新拠点施設、中央講堂が完成

京都大ｉＰＳ細胞研究所所長

山中伸弥教授

山
中
伸
弥
（
や
ま
な
か
・
し
ん
や
）

１
９
８
７
年
、
神
戸
大
医
学
部
を
卒
業
。
大
阪
市
立
大
大
学

院
修
了
。
米
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
研
究
所
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
な
ど
で
研
究
を
続
け
、

２
０
０
６
年
に
世
界
で
初
め
て
マ
ウ
ス
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
作
製
成
功
を
発
表
、

年
に
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
作

製
成
功
を
発
表
し
た
。

年

月
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
家
で
も

あ
り
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
て
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
基
金
へ
の
寄
付
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　　 年(平成 年)7月5日(日)　　 年(平成 年)7月5日(日)


